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冷却物体への接触時における手指皮膚温変化と局所温冷感

今村律子（和歌山大）

【目的】寒冷環境下では、寒気による皮膚温低下だけではなく、寒冷物体などとの接触に
よる手指皮膚温の急激な低下を考慮する必要がある。接触冷却による皮膚温の低下は、寒
冷物体の性質によって異なるという報告があるが、冷水浸漬を接触冷却とみなした報告は
無いようである。そこで本研究では、冷水浸漬を接触冷却の一種と捉え、金属による手指
冷却と比較し、手指皮膚温と温冷感の関係を検討した。
【方法】被験者は、健康な男性７名であり、環境温度o °cの人工気候室において実験を実
施した。測定項目は、直腸温、全身皮膚温７点と左右手指の皮膚温数点、ならびに温冷感
であった。冷水および金属の温度はo °cとし、接触時間は１分間／回とした。接触冷却は、
実験室入室直後と40分の寒冷暴露後の２回実施した。接触面積は、金属接触では両手手掌
側全面であり、冷水浸漬では、両手手首までであった。浸漬時のみ医療用のビニル手袋を
着用して手が濡れないようにした。被験者は環境温度に適した防寒服を着用した。
【結果】1）冷水浸漬では、手掌皮膚温より中指皮膚温の方が低値となったが、金属接触時
は、手掌・中指とも同レベルまで皮膚温が低下した。その結果、手掌皮膚温の低下率は、
金属接触の方が大きい傾向にあったが、中指皮膚温は冷水浸漬時の方が低下率が大であっ
た。2）接触（浸漬）直後の手指の温冷感には、接触の種類による差は認められなかった。
しかし、実験中の皮膚温と温冷感変化から計算された回帰式では、手指を冷たいと感じる
時の皮膚温は、冷水浸漬の方が高値となった。以上のことから、接触面積は温冷感に影響
を与えているようであるが、実際の皮膚温低下程度は、接触面積のみでは言及できないこ

とがわかった。
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豚革スカートの型くずれにおよぽす型入れ方法の影響

○角田由美子＊今井哲夫＊＊ 岡村浩＊＊＊

(＊昭和女大t 都皮技センター,   ＊＊＊昭和女大・院)
目的　 前報1) では牛革を用い、型入れ部位と方向を組み合わせたタイトスカートの着用

試験およびクリーニング試験を行ない、型入れ方法が型くずれにおよぼす影響について検

討した。 本報では豚革を用い て同様な着用試験およびクリーニング試験を行ない、最適な

型入れ方法について検討した結果をとりまとめた。

方法　 試料は豚衣料用スエード革を用い、スカートの型入れ方向はたて（背線に平行）

とよこ（背線に垂直）の ２ 方向とし、試料革の肩部と腰部に型入れした。着用試験は20

才から24 才までの女子 ５名が行ない、２ 着のスカートを交互に300 時間ずつ着用した。

クリーニングは皮革衣料専門のクリーニング店で水洗いを行なったが、洗浄後の仕上げは

行なっていない。着用前後お よびクリーニング後のスカートについて外観検査を行ない、

収縮率、シームパッカ リング、ソフト値、KES 圧縮特性を測定した。

結果　 着用後、型入れ方法にかかわらずスカート丈は収縮し、幅は伸びる傾向が認めら

れた。よこ方向に型入れしたスカートは、たて方向よりもスカート丈の収縮率が大きかっ

た。外観検査の結果、よこ方向の型入れでは型くずれが認められ、さらにシームパッカリ

ングの低下も認められた。これらから豚革の型入れ方向はたて方向が適しているものと考

えられる。また、型入れ部位では腰部よりも肩部に型入れした方が変化は大きかった。

着用後のスカートをクリーニングした結果、収縮率の著しい低下が認 められたが、これ

は洗浄後の仕上げを行なってい ないためと考えられる。

1）角田由美子、今井哲夫、岡村浩：日本家政学会第46 回大会研究発表要旨集p.210  （1994）

214


